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実践力を高めるための試み

小特集

臨床教育には現場での実習が欠

かせない。しかし，まだ資格を持

たない学生が現場で患者さんやク

ライエントさんに接することは倫

理的に問題がある。このような問

題へ対処する方法のひとつとし

て，筆者の所属する大学院では臨

床心理学の OSCE
オ ス キ ー

を実施してお

り，それを簡単に紹介する。

OSCEとは何か

OSCEとは Objective Structured

Clinical Examination（客観的臨床能

力試験）の略称であり，模擬場面

における受験生のスキルを，あら

かじめ定められた客観的な評価基

準によって複数の評価者が評定

し，点数化する実技試験である。

OSCEは 1970年代にイギリスに

おいて R. M. ハーデンを中心に開

発され，教育上の効果が確かめら

れるにつれ世界的に行われるよう

になった。日本でも医学，歯学，

薬学ではすでに必須なカリキュラ

ムになり，看護師，理学療法士な

どコ・メディカルスタッフの養成

課程においても採用されつつある。

OSCEでは一定時間内に課題を

実演してもらい評価を行う。受験

生の相手役となる模擬患者は

OSCE のための研修を受けた者

で，ボランティアが一般的である。

評価者は内部 1 名，外部 1 名か

ら構成されることが通例で，さら

に，全体を監査する者が外部から

派遣され，試験の公平性などにつ

いて評価を行うことがある。

OSCEでの出題は，臨床実習にぜ

ひとも必要な技能が対象である

が，それまでの講義や演習で教え

た内容から逸脱することはなく，

応用力が求められる出題もされな

い。また，評価項目も公表されて

おり，まさにスキルを実演できる

かが問われるものとなっている。

臨床心理学のOSCE

筆者の所属する大学院で日本初

の臨床心理学の OSCE が実施さ

れたのは平成 18年である。医学

教育においては OSCE の効果が

認められており，臨床現場に参加

するためには倫理的にも必要なた

め，臨床心理学でも実施しようと

いう意識が教員間に高まってい

た。ちょうど平成 19年から文部

科学省に本学の「科学者実践家モ

デルに基づく臨床心理学教育」が

「組織的な大学院教育改革推進プ

ログラム」として採択され，この

中で臨床心理学の OSCE につい

て，内容の充実および教育効果の

検証が図られることになった。

OSCEの対象となる学生は修士

1年であり，実施時期は例年９月

である。修士 1 年の前期は臨床

実習としてはカンファレンスに出

席できるのみで，相談室への出入

りは認められていない。OSCEに

合格することによって初めてクラ

イエントさんへ接する基本的能力

を認定されたことになる。OSCE

の実施が遅れると相談室での実習

期間が短くなるため，半年で面接

の基本的な技能を身につけなけれ

ばならず，密度の高い学習が求め

られている。現在 OSCE では六

つの課題場面（初回面接，構造化

面接，心理検査（成人），発達検

査，成人のカウンセリング，発達

相談）が設けられている。評価者

のオリエンテーションによって評

価が大きく変わるような内容は出

題されておらず，成人または子ど

もを対象としたカウンセリングや

検査といった場面での「お話を伺

う」，「検査を始め，終わる」など

の最も基本となる能力について評

価を行うものである。

OSCE当日，受験生は待機用の

教室に集合し，そこからステーシ

ョンと呼ばれる試験会場に向か

現場に出る前の質保障のシステム
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い，実技試験を受け，終了後はま

たそこに戻ってくる。すべてのス

テーションの終了まで，それを繰

り返す。受験生はステーションに

到着すると，その前で 5 分の時

間が与えられ，そこに置かれてい

る教示を読み，課題を理解する。

5 分経つと入室して試験が始ま

り，10 分の実技試験の後，評価

者と模擬クライエントからコメン

トを受ける（図 1）。なお，実技

試験はビデオに撮影されているこ

とが周知されており，これは後日

行われる教員からのフィードバック

に使用され，受験生がそのビデオ

を学習のために見ることもできる。

臨床心理学の OSCE の特徴と

しては，実技試験のロールプレイ

に展開の自由度があることであろ

う。医学の OSCE で参加する模

擬患者は客観性，公平性を保つた

めに決まった応答が求められ，ほ

とんど自由度はないが，臨床心理

学の OSCE，とくに面接場面では

話の展開は受験生ごとに異なって

くる。話の展開による評価のばら

つきが生じないように，模擬クラ

イエントは「始まって少し経った

ら，『このままカウンセリングを続

けていていいんでしょうか』とカ

ウンセリングへの疑問を述べてく

ださい」などと指示されており，

これによって定められた評価ポイ

ントを見ることができるようにして

いる。このようなロールプレイはか

なり難しいため，模擬クライエント

にはプロの俳優を起用している。

OSCE導入の効果と今後の課題

OSCEを導入して良かった点は

多々あるが，教員から見ても学生

から見ても，修士 1 年の前期に

何を達成するのかが明確になった

ことがまず挙げられる。その結果

として，教員にとってはカリキュラ

ムが整備しやすくなり，教員間の意

思統一がとりやすくなった。また，

学生としては目標が明確になった

ことで学習が行いやすくなり，良

い意味での緊張感が生まれている。

OSCEで得られる情報，すなわ

ち成績も教育上有益である。OSCE

が終わった後に学生の成績を全員

で検討することで，学生の特徴を

教員間で共有でき，指導に生かす

ことができる。学生へフィードバ

ックするときも点数に客観性があ

るので納得するようである。教員

にとっても，ある学生についてそ

れまで抱いていた評価が OSCE

を経ることで修正されることがよ

くある。これも OSCE で得られ

た結果がそれだけ客観的で情報量

の大きいものだからである。

OSCEでは，相手に合わせて振

る舞いを変える能力，自分をモニ

ターして調整する能力，面接を一

定時間で終わらせる時間管理能力

など，面接技能としては重要でも

試験としては対象にできない能力

は多い。このような能力をどのよ

うに OSCE に組み込み，評価し

ていくかは課題である。

OSCEの最大の問題点としては

形骸化が挙げられよう。OSCEは

評価項目などが公表されており，

さらに，先輩からの情報によって，

受験生が OSCE の各課題に対し

てどのように振る舞えばよいかの

マニュアルが整備され，結果とし

て OSCE で対象としている能力

の有無ではなく，そのマニュアル

を演じることができるかの能力を

測定していることになってしまい

がちである。OSCEの得点が低け

れば，OSCEで扱っている実技能

力が不備であることは示される

が，このような形骸化によって，

得点が高くても類似の場面で良い

パフォーマンスを示すかどうかわ

からないといったことになる。こ

れに対しては，毎年課題に変化を

与えることなどが考えられる。

受験生への事前事後の調査によ

ると，OSCEによって自信が高ま

り，達成感が得られている。これ

は現場に出ることへの意識を高

め，その後の実習に良い影響を与

えていると思われる。OSCEを実

施することは学生にとっても教員

にとっても大変なことであるが，

それにふさわしい教育効果があ

る。臨床心理学の OSCE が広ま

ってほしいものである。
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図1　ステーションでのプロセス
（北海道医療大学心理学研究科臨床心理学専攻 , 2010より改変）

OSCEの流れ

実技試験中に評価

教示（5分で理解）

今日は，中村里男さん（模擬クライエントさんの
名前）の初回面接を行ってもらいます。
　中村さんが部屋の外で待っています。あなた
は中村さんを招き入れ，初回面接を始めて下さい。
時間は10分間です。10分の間に，クライエン
トさんへの初回面接の手順の説明から始め，来
談に至った「問題」を聴き始めるところまで進
めて下さい。

フィードバック（2分程度）

学生へ模擬クライエント，
評価者×2からコメント

1　クライエントさんを招き入れ，
　  スムーズに着席に導くことができる

2　名前と自分の立場を言うことができる

3　クライエントさんの確認が適切にできる

2点　1点　0点

－　   □　   □

－　   □　   □

－　   □　   □

実技試験（10分）

入室

退室


